
　お二人は興津で主にミョウガを栽培しており家族で毎日頑
張っています。二人とも中学校を卒業してすぐに農家の道を志
しました。朝は５時頃から始まり、収穫量が多いときなどには夜
の８時頃まで作業をしています。毎日の作業は大変なのではな
いかと思いましたが、二人とも趣味の釣りと素潜りを楽しんでお
り、仕事も趣味も充実している様子でした。二人に将来のこと
を聞くと、立徳さんは「ミョウガを栽培している人が減ってきてい
ることや土地が荒れてきていることが心配です。できるだけ自分
たちが頑張って作っていきたい。」裕哉さんは「もっと品質の良
いものを栽培していくことができるように研究していきたいです。」
と話されていました。
　まだまだ若いお二人ですが、健康を第一に今後もより良いミョ
ウガを栽培していってください ！

家族で頑張っています ！
（左から）伴ノ内 立徳さん　（24）
　　　 伴ノ内 裕哉さん　（21）

ミョウガ栽培頑張ります
齋藤 浩介さん　（46）

ユズがいっぱいとれたで～ ！
氏原農園に集まった皆さん

　梼原町下西の川の氏原和美 （うじはら　か
ずみ）さん （80）のユズ園では、収穫祭がプ
ライベートで行われていました。この収穫祭は
数年前から町内外の知り合いの方々が集って
収穫を楽しんでいたことがキッカケで毎年恒例
の行事となりました。普段の仕事からかけ離れ
た世界で新鮮な空気を味わいながら行う作業
は 「癒しの時間」であり、いいリフレッシュに
もなっています。また来年もたくさん実って、
皆が集まれるといいですね♪

　津野町桑ヶ市で新規就農した齋藤さん。地
域で空いていた遊休ハウスをコツコツと整備し
この冬からミョウガ栽培にチャレンジします。１
年間、地元の先輩農家のもとで修行を行い栽
培技術を身に着けました。「はじめはわからない
ことばかりだと思うけど、先輩農家に早く追い
つけるよう頑張りたい」と意気込みを聞かせて
くれました。

　「風流茶房 淳」は第37番札所「岩本寺」の近くにあり、“昭和レト
ロ”をまさに体現したようなお店です。現在は２代目の川上章雄さんと、
妻の理恵さんのお二人で経営されています。
　１回目の東京オリンピックが開催された昭和39年に、先代の父・淳二
郎さんが開いたこのお店。まだコーヒーを飲む習慣が根付いていない時
代から先駆けて、こだわりのコーヒーを提供してきました。
　「コーヒーを愛し、コーヒーに生きる」が信条だった淳二郎さん。息子
の章雄さんも、常に「えいコーヒー」をつくるため、仕入れたコーヒー
豆の中から虫食いや欠点豆を一粒一粒手作業で毎日取り除くなど、情
熱を注ぎ続けています。
　自家焙煎されるそのコーヒーは、噂を聞きつけて遠くから来店するお
客だけでなく、コーヒー豆を購入し続ける長年のファンも、東京など県
外にたくさんいるのだとか。
　これからもみんなが虜になる「えいコーヒー」をつくり続けてください ！

“こだわりコーヒー” 飲むならココ ！
「風流茶房　淳」
（左から）川上 理恵さん　（67）
　　　 川上 章雄さん　（75）
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お問い合わせ先　四万十営農経済センター購買課
TEL.0880－22－5178　FAX.0880－22－5177

◎お問い合わせ先
津野山営農経済センター経済課（TEL.0889－62－2335）

四万十地域より四万十地域より

津野山地域より

生姜の土壌消毒について
≪生姜栽培における土壌消毒の必要性≫
　生姜栽培においては、土壌病害や雑草対策の為に土壌消毒の実施が
必要不可欠であり、土壌消毒剤を効果的に使用することが重要です。
　今回は、バスアミド微粒剤について紹介します。

【土壌消毒剤：バスアミド微粒剤の特徴】
①刺激臭が少なく使いやすい　②粒剤なので散布が簡単
③広範囲の土壌病害・線虫類に効果があり、雑草処理にも有効

注意点
●土壌の水分に反応して効果を発揮するため、処理時には土を握って塊が崩れない程度の水分状態がベスト
●ガス抜きには、10～14日と比較的長い期間が必要
※薬害回避の為に、被覆資材除去後に一定の降雨にあてることも有効

しょうが
・根茎腐敗病
・一年生雑草

ダゾメット
30～60㎏/10ａ

※１年生雑草が対象の
  場合は20～30㎏/10a

定植
21日前まで

１回
所定量を均一に
散布して

土壌と混和する

成分名 使用方法使用回数使用時期使用量対象作物別

　平成29年の統計によると、国内において農業機械作業に係る事故は211件発生し、そのうち乗用型トラク
ターによる事故は92件で、56人が命を落としています。（農林水産省調べ）
　乗用型トラクターを走行中、圃場や道路から転落する事故が多くを占めており、慣れた作業であっても事故
防止のための注意が必要です。

①作業機を上げます　　　 ②昇降部の油圧ロックを掛けます
③駐車ブレーキを掛けます　④エンジンをＯＦＦにします
⑤ブロック等を作業機の下に入れて、支えにします

 ●作業機の下は危険
　トラクター作業中にロータリーなどの作業機から異音がすると、慌てて機械
の中や下をのぞき込みたくなります。
　これは非常に危険ですので、必ず安全な状態にして、点検整備を行いましょう。
　作業機を点検する際は必ず以下の対策を実施してから行ってください。

 ●シートベルトを着用しましょう
　安全・キャブフレームのあるトラクターでもシートベルトを着用しなければ、
転倒した際に身体が固定されないため、身を守ることができません。

農作業機械
使用の注意点

①圃場へ出入りする　　②移動走行する
③傾斜地で作業を行う　④畦を乗り越える

 ●道路走行時の左右ブレーキ連結
　乗用トラクターのブレーキは、左右が分かれているため小回りが効き便利で
す。しかし、圃場からの出入りや、道路走行時に連結操作を忘れ、転落・転
倒する事故が多く発生しています。
　そこで作業中の以下のような場面では忘れずにブレーキ連結を確認しましょう。

トラクター編

バスアミド微粒剤
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句 【各支所連絡先】

大野見支所 0889－57－2321
東津野支所 0889－62－2211
興津支所 0880－25－0002

事故受付など　高西サービスセンター

0889－40－4141

㈱JAメモリアルこうち　津野山出張所

0889－40－1955

葬祭会館　ルミエール四万十

0880－22－5900

梼原支所

0889－65－0111

四万十支所

0880－22－0003
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